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型不等式が成立する為の単対数項の係数に対する必要十分条件, 即ち最良定数を与えた. 更に, 彼ら
はその最良定数を単対数項の係数とする不等式は成立しないが, 二重対数項を付加したものが成立す
る事を示した. しかしながら, 二重対数項の係数に対する最良定数は与えていない.


















でのそれよりも小さくなる可能性がある. しかしながら, 両者が一致する事を証明できた. 実際, 高階
Sobolev空間での函数不等式が成立する為の必要十分条件は先に得られたものと一致する事を示した.
（別紙様式５） 【課程修了によるもの】









質の良い函数を用いる. Ibrahim-Majdoub-Masmoudiの研究では2次元(n =2)でありW 0
1,2はHilbert空間
である為, 最小化問題の解を求める手法が確立されている. しかしながら, nが2でない場合にはW0
1,n
はHilbert空間でなく, そのような手法はほとんど知られていない. そこで本論文では, 最小化函数が球
対称となる事を利用して本質的に動径1変数の問題に帰着させ, 最小化函数の定性的性質からその形
を決定した. そのときn =2ならば最小化函数の微分可能性から完全な表示が直ちに得られるが, nが2で
ない場合には微分可能性が期待できない. その為, 1変数計算を駆使して最小化函数の定量的性質か
らその完全な表示を決定する事ができた. 尚, Ibrahim-Majdoub-Masmoudiの研究では函数の再配置に
関する理論が用いられたが, 本研究では極値函数の存在の証明においてのみ用い, 主結果の証明に
おいては不要であった.
